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出土品に見る暮らし
舞鶴。大,ll遺跡調査終了で31日報告会
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大
川
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
平
安
時
代
未
期
～
鎌
倉
時
代
の
建
物
の
住
跡

＝
舞
鶴
市
大
川
で

府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
ら

鶴
市
大
川
）
の
発
掘
調
査
が
今
月
一

年
後
１
時
半
か
ら
、
市
民
対
象
の
姉

館
で
開
き
、
古
代
か
ら
安
土
桃
山
輌

し
な
ど
を
説
明
す
る
。
午
前
Ｈ
時
＾

も
参
加
無
料
。

縄
文
～
近
世
の
集
落
跡
が

時
代
こ
と
に
重
な
る
重
層
遺

跡
で
、
由
良
川
の
水
害
防
止

に
向
け
て
国
土
交
通
省
が
整

備
す
る
堤
防
で
覆
わ
れ
る
部

分
が
あ
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー

が
２
０
１
２
年
Ｈ
月
か
ら
２

年
２
カ
月
間
、
約
１
診
に
つ

い

て
発
掘

調

査

を

し

て

き

た
。
こ
れ
ま
で
に
中
世
の
集

落
跡
か
ら
大
量
の
中
国

・
朝

鮮
半
一員
製
磁
器
、
弥
生
～
飛

鳥
時
代
の
層
か
ら
は
多
数
の

住
居
跡
な
ど
が
見

つ
か

っ
て

い
る
。
説
明
会
は
、

「焼
き
も
の

Jけ E■き斗石菌 In III・だヽ日日 ,

原
発
事
故
の
避
難
訓
練

宮
津
。伊
根
で
住
民
ら
参
加

知
ら
せ
す
る
。
情
報
を
得

た
上
で
冷
静
に
行
動
し
て

は
し
い
」
と
し
て
い
る
。
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一
の
自
治
体

へ
大
型
パ
ス
で

一́）　　「̈
一鰭
げ一いいけ鵬哺睦

“
①
　
　
“
①
一ん
だ
。
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証一中
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一
リ
ァ
メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ

・

本
店

先
斗
汀
四
条
角
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=与 謝野町の野田′わ―くばるで

放射線汚染の検査 を受 けて避難 した宮津市民

災から文化財守ろう火

野
忙
鶴

文
化
財
防
火
デ
ー

（２６
・期
消
火
や
仏
像
え

漑̈̈
れ醐｝躍
一̈』赫満̈
一

舞
鶴
市
天
台
の
天
台
寺

あ
り
、
寺
の
代
一

で
は
ヽ
庫
裏
か
ら
出
火
し

一
議
久

信

人

さ

ん

舞鶴天台寺などで消防訓練


